
５ 2024年（令和6年）7月15日（月曜日） （第三種郵便物認可）
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第1365号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
当
所
商
事
部
会
（
志
賀
功
部
会
長
）
が
担
当
す
る
第
２
３
３
回
議
員
例
会
を
４
日
（
木
）

正
午
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
沼
田
昭
二
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
を
講
師
に
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
釧
路
の
実
現

に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
』
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。
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再生可能エネルギーについて講演する沼田氏

専門家による講座

。。。

。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

魚
の
神
経
締
め
の
実
演

　
釧
路
市
で
は
、
人
材
確
保
・

育
成
に
取
り
組
む
釧
路
市
内
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

支
援
す
る
「
釧
路
市
人
材
確
保

支
援
補
助
金
」
の
２
次
募
集
を

明
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
本
補
助
金
の
上
限
額
は

万

円
（
補
助
率
２
／
３
）
で
、
１

次
募
集
の
交
付
決
定
事
業
者
は

対
象
外
で
す
。

　
対
象
経
費
は
、
人
材
確
保
の

た
め
の
採
用
ペ
ー
ジ
を
含
む
Ｈ

Ｐ
新
設
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
や

採
用
活
動
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
動
画
作
成
費
、
従
業
員
用
の

更
衣
室
・
休
憩
所
・
ト
イ
レ
の

改
装
・
新
設
費
の
ほ
か
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
会
会
場
費

や
講
師
旅
費
・
謝
礼
、
機
械
設

備
導
入
費
な
ど
。

　
申
請
期
間
は

日
（
火
）
ま

で
。
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え

た
場
合
は
申
請
期
間
終
了
後
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
釧
路
市
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
商
業
労
政
課
０
１
５
４
（

）

４
６
１
１
ま
で
。

あ
す
か
ら
２
次
募
集
開
始

人
材
確
保
支
援
補
助
金

議事終了後に要望書を手交する岩田会頭（中央）

　
当
所
で
は
、（
独
）
国
際
協
力

機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
草
の
根
技

術
協
力
事
業
の
「
ベ
ト
ナ
ム
国

水
産
都
市
ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す

る
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
受
託
し
て
お
り
、
６
月
か
ら

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
３
期
目
を
迎
え
た
本
事
業

は
、
釧
路
市
と
釧
路
総
合
振
興

局
が
提
案
、
当
所
が
事
業
実
施

団
体
と
し
て
本
年
２
月
か
ら
２

０
２
７
年
１
月
末
の
３
か
年
に

わ
た
り
実
施
す
る
も
の
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

水
産
業
が
盛
ん
な
ダ
ナ
ン
市
で

衛
生
管
理
や
流
通
な
ど
の
専
門

知
識
・
技
術
を
持
つ
人
材
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
レ

ー
ナ
ー
を
養
成
し
て
現
地
の
水

産
関
連
企
業
や
漁
港
管
理
者
、

漁
業
者
な
ど
で
計
画
的
に
人
材

を
育
成
・
確
保
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
目
的
。

　
６
月
３
〜
８
日
に
実
施
し
た

１
回
目
の
現
地
訪
問
で
は
、
受

け
入
れ
担
当
機
関
で
あ
る
ダ
ナ

ン
市
農
業
農
村
開
発
局
の
協
力

の
も
と
、
水
産
関
係
の
事
業
者

や
漁
業
者
、
行
政
の
担
当
者
ら

が
参
加
。
事
業
概
要
や
研
修
内

容
、
ダ
ナ
ン
に
お

け
る
水
産
の
現
状

を
確
認
し
た
ほ

か
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
日
本

人
の
専
門
家
を
講

師
に
座
学
や
実
技

を
実
施
。
実
技
で

は
魚
の
鮮
度
を
保

つ
た
め
、
揺
れ
る

船
内
で
も
で
き
る

神
経
締
め
の
方
法

な
ど
も
レ
ク
チ
ャ

ー
し
、
実
践
的
な

知
識
を
深
め
た
。

　
今
後
は
、
専
門
家
派
遣
や
釧

路
で
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と

も
に
講
義
内
容
を
教
材
と
し
て

編
集
・
整
備
し
、
各
組
織
で
ｅ

│
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
て
人

材
を
育
成
し
て
い
く
体
制
を
構

築
す
る
。
そ
の
他
、
技
能
実
習

生
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の

持
続
的
な
人
材
還
流
を
促
進
す

る
た
め
の
交
流
会
な
ど
も
開
催

し
て
い
く
。

　
沼
田
氏
は
業
務
ス
ー
パ
ー
な

ど
を
手
掛
け
る
㈱
神
戸
物
産
を

創
業
し
、
２
０
１
６
年
に
㈱
町

お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
設
立
。

同
社
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
事
業
を
通
じ
て
日
本
の
食
料

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向
上

を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
今
回
の
講
演
で
は
釧
路

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
説
い
た
。

　
冒
頭
、
志
賀
部
会
長
は
「
本

例
会
を
通
じ
て
、
釧
路
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
が
進
む
大
き
な
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
講
演
に
移
っ
た
。

　
沼
田
氏
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
「
水

力
や
地
熱
、
風
力
な
ど
の
中
で

も
、
太
陽
光
発
電
が
日
本
の
地

形
で
い
え
ば
コ
ス
ト
面
で
一
番

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
述
べ

「
太
陽
光
は
パ
ネ
ル
が
熱
く
な

り
す
ぎ
る
と
発
電
効
率
が
下
が

る
。
外
気
温
な
ら
ば
０
度
〜

度
が
理
想
的
で
、
道
東
の
気
候

は
最
適
」
と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
両
面
が
ガ
ラ
ス
張

り
の
Ｎ
型
パ
ネ
ル
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
日
照
時
間
が
短

い
冬
季
に
お
い
て
も
反
射
光
を

利
用
し
、
効
率
的
に
発
電
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
業
務
ス
ー
パ
ー
が
複

数
の
業
種
・
業
態
を
取
り
入
れ

て
業
績
が
伸
び
た
例
を
挙
げ

「
道
東
は
日
本
の
牧
草
地
の
８

割
近
く
を
占
め
、
広
大
な
土
地

を
有
し
て
い
る
。
牧
草
地
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
羊
の

放
牧
と
組
み
合
わ
せ
た
事
業
で

あ
る
『
ソ
ー
ラ
ー
グ
レ
ー
ジ
ン

グ
』
は
、
円
安
や
肥
料
な
ど
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
影
響
さ
れ
ず

畜
産
と
売
電
、
両
方
で
収
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説

し
た
。

　
一
方
、
水
素
に
つ
い
て
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
は
、
広
い
土
地
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
水
素
事
業

に
参
画
す
る
場
合
は
道
東
が
最

適
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
当
地

域
の
持
つ
可
能
性
を
示
し
た
。

　
最
後
に
沼
田
氏
は
、
自
社
の

取
り
組
み
と
し
て
「
今
後

年

間
で
５
０
０
〜
１
０
０
０
億
円

を
道
東
に
投
資
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
道
東
に
は

そ
れ
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
第

回
全
道
商
工
会
議
所
大

会
が
６
日
（
土
）
に
岩
見
沢
市

で
開
催
さ
れ
、
道
内

商
工
会

議
所
か
ら
正
副
会
頭
ら
約
４
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　
本
大
会
は
、
毎
年
各
地
会
議

所
の
持
ち
回
り
で
開
催
し
、
北

海
道
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を

図
る
た
め
、
道
内
の
商
工
会
議

所
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
や
中

小
企
業
が
抱
え
る
課
題
・
懸
案

事
項
の
解
決
に
向
け
て
意
見
を

集
約
し
、
関
係
機
関
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
の
岩
田
圭
剛

会
頭
は
「
基
幹
産
業
の
食
や
観

光
は
も
と
よ
り
、
半
導
体
関
連

な
ど
新
た
な
成
長
産
業
が
加
わ

り
、
未
来
に
向
け
た
大
き
な
発

展
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い

る
」
と
述
べ
「
そ
の
歩
み
を
全

道
で
加
速
さ
せ
、
チ
ャ
ン
ス
を

現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は

交
通
イ
ン
フ
ラ
や
交
通
・
物
流

環
境
の
整
備
な
ど
が
不
可
欠
。

本
日
審
議
い
た
だ
く
懸
案
事
項

の
解
決
へ
向
け
て
し
っ
か
り
と

国
や
道
に
要
望
し
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　
議
事
で
は
、
早
急
な
景
気
・

経
済
対
策
の
実
行
や
人
手
不
足

へ
の
対
応
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
事
業
活
動
を
支
え

る
環
境
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど

件
の
議
案
と
２
件
の
特

別
提
案
に
つ
い
て
各
地
会
議
所

の
会
頭
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
岩
田
会
頭
か
ら
北

海
道
経
済
産
業
局
、
北
海
道
開

発
局
、
北
海
道
へ
要
望
書
を
手

交
し
、
支
援
を
強
く
求
め
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
㈱
日
立

製
作
所
基
礎
研
究
セ
ン
タ
の
吉

野
正
則
シ
ニ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
が
『
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
住
め
る
、
働
け
る
時
代

〜
急
激
な
人
口
構
造
の
変
化
に

向
け
て
〜
』
と
題
し
、
こ
れ
か

ら
の
北
海
道
の
働
き
方
に
つ
い

て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
本
大
会
で
決
議
さ
れ

た
内
容
は
、

、

日
に
上
京

し
、
国
会
議
員
と
関
係
省
庁
へ

要
望
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。


